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＜本ツールをご利用いただく際の PC 環境、システム条件＞ 

・Windows 10 Home/Pro （タブレットモード未対応） 

・MicrosoftⓇ ExcelⓇ 2013, 2016, 2019 以上 

・CPU/メモリ：OS の推奨システム環境に準ずる、1GB 以上の空き容量 
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１．起動・終了方法 

 

【ファイルのダウンロード】 

・ご使用の PC上の任意フォルダに本ファイルを保存後、ファイル名を適宜ご変更下さい。 

・複数の発電所でご利用の場合は、入力していない元ファイルをコピーの上、発電所毎にファイル名を

変えて別々にご利用下さい。 

【基本的な操作方法】 

・MicrosoftⓇ ExcelⓇと同様の操作です。 

【起動方法】 

・ファイルをダブルクリックすると起動します。 

・起動時、下記のようなセキュリティ警告のメッセージが表示される場合は、 

コンテンツの有効化   →  はい を左クリック（以下、選択）して下さい。 

このファイルを信用済みドキュメントにしますか？ →  はい を選択して下さい。 

 

 

【個人情報に関するエラーメッセージの解除】 

・次に、下記のセキュリティ警告のメッセージが表示されますので、OK を選択下さい。 

 そして、ツールの左上にある「ファイル」を選択し、一番下にある「オプション」を選択下さい。 

 



3 

 

・下記、エクセルのオプション画面が開きますので、「トラストセンターの設定」を選択下さい。 

 

・下記、「トラストセンター」画面が開きますので、「ファイルを保存する時にファイルのプロパティか

ら個人情報を削除する」のチェックを外し、右下のOK を押して閉じて下さい。 

 

【ツールの終了方法】 

・画面右上×印、またはホーム画面右下の黄色四角「終了」ボタン（次ページ⑧）を選択すると終了し

ます。 
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２．ホーム画面の概要 

・ホーム画面の各黄色四角（①基本情報、②定期点検情報、③維持管理情報、④トラブル対応検討、⑤

トラブル情報記録、⑥グラフ描画、⑦操作マニュアル、⑧終了）が操作ボタンです（詳細は後述）。 

・このホーム画面は、タブ 1 つ目のエクセルシート（⑨事業性評価支援ツール）の内容です。他の画面

からホーム画面に戻りたい時は、このシートのタブを選択して下さい。 

・各入力情報は、タブ 2 つ目以降のエクセルシート（⑩インポート記録、⑪定期点検情報、⑫維持管理

情報、⑬トラブル対応検討履歴、⑭トラブル記録）から閲覧可能です（詳細は後述）。 

（注：図中の丸数字は説明用に付記したもので、実際の画面上には表示されません。） 

  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

 

⑦ 

⑧ 

⑨     ⑩    ⑪    ⑫      ⑬        ⑭ 

★ 
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・本ツールの目的・機能・免責事項等 

P.4 ホーム画面タイトル下部「このツールについて」（★）の文字部分を選択すると、下記水色の画

面が別途開き、本ツールの目的、機能、免責事項、開発主体に関する概要が記載されています。 

閉じる場合は、下部の 閉じる または右上×印を選択して下さい。 
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３．基本情報 

目的：季節変動を考慮した発電量と売電収益を算出するため、まずは基本情報を登録して下さい。 

 

（注：図中の丸数字は説明用に付記したもので実際の画面上は表示されません。） 

 

・P.4 ホーム画面の①「基本情報」を選択すると、上図左の「基本情報」入力画面が表示されます。必

ず上から順に入力して下さい（修正箇所がある場合も、上から順に修正して下さい）。 

 

【①施設名称】（入力任意） 

・発電所名を入力して下さい。 

【②運転開始日】（入力必須） 

・入力欄右の▼（②-1）を選択するとカレンダー画面（図②-2）が開きます。カレンダー上部紫色の

年や月を選択すると図②-3 のようにリストが開くので、運転開始年月を各々選択して下さい。カレ

ンダー画面上部「←」「→」を選択すると前後の月が表示されます。年月確定後、日付を選択しカレ

ンダー右上×印を選択して閉じて下さい（日付の選択前に閉じると情報がリセットされるため年月か

ら選択し直して下さい。カレンダー画面を閉じないと他の操作ができないため、ご注意ください）。 

【③発電機メーカー、④形式】（入力任意） 

・「発電機メーカー」は入力欄右の▼を選択して下さい。その後、「形式」をプルダウンメニューから選

択して下さい（選択肢にない発電機メーカーや形式、各値は、任意で入力・変更可能です）。 

【⑤定格出力】（入力必須） 

・④形式をプルダウンメニューから選択した場合、定格出力は自動入力されます。任意で入力・変更も

②-2 

②-1 

②-3 

⑯     ⑰       ⑱      ⑲    ⑳ 

① 

③ 

② 

⑭ 

 

④ 

⑤ 

⑦ 

 

⑧ 

⑥ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑮ 

 

⑲’ 

 

②-1 

⑯     ⑰       ⑱      ⑲    ⑳ 

① 

③ 

② 

⑭ 

 

④ 

⑤ 

⑦ 

 

⑧ 

⑥ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑮ 

 

⑲’ 
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可能です。定格出力は発電機の形式毎に定まる機器仕様であり、常に 1 機当たりの数値を表します。 

・定格出力に値が入力されると、⑧認定出力・⑬中央値・⑭変動幅の値が連動して自動計算されます。 

【⑥機数】（必須、値を要確認） 

・デフォルトは１ですが、変更可能です。変更後は、⑧認定出力・⑬中央値・⑭変動幅の値が連動して

自動計算されます。 

【⑦所内率】（必須、値を要確認） 

・デフォルトは 25%ですが、認定出力の精度を上げるため実際の値が分かる場合は変更して下さい。 

【⑧認定出力】（必須、値を要確認） 

・定格出力を選択した時点で自動計算されていますが、個々の発電所の事情により実際の値と異なる場

合は修正して下さい（グラフ描画は、常に認定出力の値に基づき計算されます）。 

【⑨稼働率】（入力必須） 

・デフォルトは 70%ですが、実際の値が分かる場合は変更して下さい。 

【⑩売電価格】（必須、値を要確認） 

・デフォルトは 40 円/kWh ですが、現行 FIT 対象外の施設の場合は、適宜修正して下さい。 

【⑪維持管理業者】（入力任意） 

・覚書として、必要に応じて入力して下さい。 

【⑫初期投資費用】（入力任意） 

・必要に応じて入力して下さい。初期投資費用も含めて事業性をシミュレーションしたい場合は、右横

にある「初期コストに含める」の欄にチェックを入れて登録して下さい。運転開始日の収支額がその

分マイナスとなってグラフ描画されます。チェックを外してグラフ描画したい場合は、再度この画面

にて操作し、保存してからグラフ描画して下さい。 

・デフォルトは（金額が保存されていても）初期コストを含めない設定（チェック外れた状態）です。 

【⑬中央値・⑭変動幅・⑮季節補正】（必須、自動入力） 

・中央値・変動幅は認定出力に応じて自動入力されます。季節補正はデフォルト値 23（度）が設定さ

れています。いずれも必要に応じて任意に変更することも可能です。 

・季節変動の考慮が必要ない発電所にてご利用の場合は、⑮季節補正を 0 に設定して下さい。 

【⑯運転データのインポート】（任意） 

・実際の発電量データを取り込むことが可能です（詳細は P.21 参照）。 

【⑰登録】（必須） 

・必要項目を入力後に選択→数秒後に「登録します」が表示される→「はい」を選択します。登録が完

了すると「登録しました」と画面がでるので「OK」を選択して下さい。 

【⑱画像取り込み】（任意） 

・選択すると PC 内フォルダが表示されます。必要なデータ（領収書、現場写真、他、記録したい情

報）の画像ファイル（PDF データ等）を保存したい時に、該当ファイルを選択して下さい。自動的

に PC デスクトップ上にフォルダが作られ（フォルダ名：basic_information）、ファイルが保存され

ます（複数ファイルの保存が可能）。 

【⑲画像表示】（任意） 

・「⑱画像取り込み」にて取り込んだ画像ファイルがある場合（「⑲’添付画像の有無」の表示が「有
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り」と表示）、画像表示を選択すると画像を取り込んだフォルダが開き、取り込み済みの画像ファイ

ルを選択・表示できます。 

【⑳閉じる】 

・画面を閉じたい時に選択して下さい。 

・「保存して閉じますか」→登録済みであれば「いいえ」（保存しないで閉じる）、未登録であれば「は

い」（保存してから閉じる、⑰登録と同じ機能）を選択下さい。 

・画面右上×印を選択して閉じる場合、未保存の情報は保存されません（保存を確認するメッセージも

表示されません）のでご注意ください。 

 

★登録済みの内容は、再度 P.4 ホーム画面から①「基本情報」を選択すれば確認できます。内容変更

（上書き）も可能です。 

★他の情報（定期点検情報、維持管理情報、トラブル対応検討、トラブル情報記録、グラフ描画）を入

力する際も、この「基本情報」画面のみ同時に表示可能です。 
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４．定期点検情報 

 目的：運転停止期間、定期点検に係る支出額や点検時期など後述のシミュレーションに必要な情報の

ため、実施の度に登録して下さい。定期点検情報のデータベース化は、部品交換時期や費用の

覚書としても役立ちます。 

（注：図中の丸数字は説明用に付記したもので実際の画面上は表示されません。） 

 

・P.4 ホーム画面で②「定期点検情報」を選択すると、上図の入力画面が表示されます。実施済みの定

期点検情報を入力・保存して下さい。 

 

【①点検開始日】（入力必須） 

・定期点検の開始年月日について、入力欄右の▼を選択、入力下さい。 

【②点検期間】（入力任意） 

・覚書のため、定期点検に要した全期間（準備・復旧期間も含む）の日数を入力して下さい。 

【③運転停止期間】（入力必須） 

・①点検開始日を入力した時点で、自動的に同じ年月日が入力されています。定期点検期間のうち、運

転停止期間の開始・終了の月日に修正して下さい。 

【④費用】（入力は任意）、【⑤合計】（入力必須） 

・費用の 1 行目は第一種圧力容器性能検査の費用、2 行目以降はその他の費用（部品代、工賃など）と

内容を入力でき、合計金額が自動計算されます。内訳入力項目が足りない場合は、合計金額に実際に

費やした値を入力下さい（内訳等の覚書として適宜、⑨画像取り込みをご利用下さい）。内訳の入力

が必要なければ合計金額のみ入力下さい。 

・なお、グラフ描画の際は、③運転停止期間の最終日に⑤合計の費用が計上されます。 

【⑥新規】（任意） 

・表示されている入力情報をクリアにします（保存済みデータが消去される訳ではございません）。 

・選択すると「よろしいですか？」→よろしければ「はい」を選択下さい。「いいえ」を選択すると元

② 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥    ⑦    ⑧       ⑨    ⑩     ⑪ 
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の画面に戻ります。 

【⑦履歴を参照】（任意） 

・保存済みの定期点検情報について、履歴の閲覧や情報の読み込みが可能です（詳細は P.18 参照）。 

（P.4 ホーム画面の⑪「定期点検情報」からも、保存済みデータの閲覧が可能です。） 

【⑧保存】（必須） 

・必要項目を入力後に選択→「点検情報を新規に保存します」→よろしければ「はい」を選択。保存が

完了すると「保存しました」との画面が出るので「OK」を選択して下さい。 

・既に登録済みの情報と全く同じ情報でも「保存」を選択すると上書きされず新たなデータとして保存

されるため、保存したかどうか不明の場合は、⑦履歴を確認下さい。重複情報がある場合は、不必要

な情報を削除可能です（詳細は P.18 参照）。 

【⑨画像取り込み】（任意） 

・関連データ（領収書、現場写真、その他記録したい情報）の画像ファイル（PDF データ等）を保存

したい時に、選択して該当ファイルを選択して下さい。自動的に PC デスクトップ上にフォルダが作

られ（フォルダ名：regular_inspection）、ファイルが保存されます（複数ファイルの保存可能）。 

【⑩画像表示】（任意） 

・「⑨画像取り込み」にて取り込んだ画像ファイルがある場合（「添付画像の有無」の表示が「有り」と

表示）、画像表示を選択すると画像を取り込んだフォルダが開き、取り込み済みの画像ファイルを選

択・表示できます。 

【⑪閉じる】 

・画面を閉じたい時に選択して下さい（右上×印を選択しても閉じることが可能です）。 

・「保存して閉じますか」→登録済みであれば「いいえ」、未登録であれば「はい」を選択下さい。この

「はい」（保存）は、⑧保存と同じ機能です。このため、既に登録済みの情報と全く同じ情報でも上

書きされず新たなデータとして保存されますのでご注意下さい。重複情報がある場合は、不必要な情

報を削除可能です（詳細は P.18 参照）。 

・画面右上×印を選択して閉じる場合、未保存の情報は保存されません（保存を確認するメッセージも

表示されません）のでご注意ください。 

  



11 

 

５．維持管理情報 

 目的：定期点検以外の維持管理による運転停止期間とそれに係る支出額・支出時期など、後述のシミ

ュレーションに必要な情報のため、実施の都度、登録して下さい。維持管理情報のデータベー

ス化は、部品交換時期や費用の覚書としても役立ちます。 

（注：図中の丸数字は説明用に付記したもので実際の画面上は表示されません。） 

 

・P.4 ホーム画面の③「維持管理情報」を選択すると、上図の入力画面が表示されます。実施済み、あ

るいは予定されている維持管理情報について、頻度別に入力・保存して下さい。 

 

【①作業発生日】（入力必須） 

・維持管理作業の発生年月日について、入力欄右の▼を選択、入力して下さい。 

【②運転停止期間】（入力任意） 

・①作業発生日を入力した時点で、自動的に同じ年月日が入力されています。維持管理期間のうち、運

転停止期間の開始・終了の月日に修正して下さい。グラフ描画時は、運転停止期間の最終日にコスト

が計上されます。 

・運転停止期間は発生せずコストのみ計上したい場合、運転停止期間は記入しないで下さい（グラフ描

画時は、①作業発生日にコストを計上します）。 

【③頻度】（入力必須） 

・定期的な作業の場合、入力欄右の▼を選択して作業頻度を選択して下さい。なお、メニューにない頻

度の場合は、「その他」を選択し、その右横の入力欄に頻度（日単位）を入力して下さい。 

・不定期、あるいは単発的な作業を登録したい場合、頻度は「その他」を選択し、入力欄右には「0」

（日毎に一回）を入力し、作業発生の都度、入力・保存して下さい。 

【④維持管理費】（入力任意）、【⑤合計】（入力必須） 

・各維持管理に費やした費用とその内容を内訳ごとに入力でき、合計金額が自動計算されます。内訳を

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥    ⑦     ⑧       ⑨     ⑩      ⑪ 

② 
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入力する必要なければ、合計金額のみ入力することも可能です。費用が発生せず点検等で停止のみの

場合、金額は空欄として下さい。 

・グラフ描画の際は、運転停止期間の最終日に⑤合計費用が計上されます（運転停止は伴わず、コスト

のみ発生の場合、作業発生日に⑤合計費用を計上します）。 

【⑥新規】（任意） 

・表示されている入力情報をクリアにします（保存済みデータが消去される訳ではございません）。 

【⑦履歴を参照】（任意） 

・保存済みの維持管理情報について、履歴の閲覧や情報の読み込みが可能です（詳細は P.18 参照）。 

（P.3 ホーム画面の⑫「維持管理情報」からも、保存済みデータの閲覧が可能です。） 

【⑧保存】（必須） 

・必要項目を入力後に選択→「維持管理情報を新規に保存します」→よろしければ「はい」を選択。保

存が完了すると「保存しました」との画面が出るので「OK」を選択して下さい。 

・既に登録済みの情報と全く同じ情報でも「保存」を選択すると上書きされず新たなデータとして保存

されるため、保存したかどうか不明の場合は、⑦履歴を確認下さい。重複情報がある場合は、不必要

な情報を削除可能です（詳細は P.18 参照）。 

【⑨画像取り込み】（任意） 

・関連データ（領収書、現場写真、その他記録しておきたい情報）の画像ファイル（PDF データ等）

を保存したい時に、選択して該当ファイルを選択して下さい。自動的に PCデスクトップ上にフォル

ダが作られ（フォルダ名：maintenance）、ファイルが保存されます（複数ファイルの保存可能）。 

【⑩画像表示】（任意） 

・「⑨画像取り込み」にて取り込んだ画像ファイルがある場合（「添付画像の有無」の表示が「有り」と

表示）、画像表示を選択すると画像を取り込んだフォルダが開き、取り込み済みの画像ファイルを選

択・表示できます。 

【⑪閉じる】 

・画面を閉じたい時に選択して下さい（右上×印を選択しても閉じることが可能です）。 

・「保存して閉じますか」→登録済みであれば「いいえ」、未登録であれば「はい」を選択下さい。この

「はい」（保存）は、⑧保存と同じ機能です。このため、既に登録済みの情報と全く同じ情報でも上

書きされず新たなデータとして保存されますのでご注意下さい。重複情報がある場合は、不必要な情

報を削除可能です（詳細は P.18 参照）。 

・画面右上×印を選択して閉じる場合、未保存の情報は保存されません（保存を確認するメッセージも

表示されません）のでご注意ください。 

★P.4 ホーム画面の⑥「グラフ描画」にて、不定期、あるいは単発的な維持管理情報を保存した場合、

保存済みの情報のみ（過去から現在まで）グラフに反映されます。一方、定期的な維持管理情報を保

存した場合、保存された複数の維持管理情報（頻度に応じた登録情報（月日・運転停止期間・合計

額））が以降の想定額として将来期間を含むシミュレーションのグラフに計上されます。 
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６．トラブル対応検討 

目的：トラブルが生じた際、対応時期やコストの最適化を検討したい時にシミュレーションするための

入力画面です（検討が必要になった場合にご利用下さい）。 

（注：図中の丸数字は説明用に付記したもので実際の画面上は表示されません。） 

 

・P.3 ホーム画面の④「トラブル対応検討」を選択すると、上図の入力画面が表示されます。対応を検

討したいトラブル情報を入力・保存して下さい。 

 

【①事象名】（入力必須） 

・後で閲覧する時に各トラブル事象の区別がつくタイトルを入力して下さい。 

【②発生日】（入力必須） 

・事象の発生年月日を入力欄右の▼を選択、入力して下さい。 

【③内容】（入力任意） 

・必要に応じて事象の内容を入力して下さい。 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑨       ⑩        ⑪          ⑫       ⑬ 

② 

⑥ 

⑦ 

⑧ 



14 

 

【④シミュレーション開始日、シミュレーション期間】（入力必須） 

・シミュレーション開始日を入力欄右の▼を選択、入力して下さい。 

・シミュレーションでグラフ描画したい期間（年）のデフォルトは 3（年）です。入力欄右の▼より、

必要に応じて希望の年数に変更して下さい（1 年から選択できます）。 

 

★以下⑤～⑧については、入力の組み合わせは任意です。 

【⑤シナリオ１】（直ちに停止して修理）（入力は任意） 

・②発生日から直ちに停止して修理する場合、停止（修理）期間、修理コストの想定地あるいは見積額

を入力下さい。グラフ描画の際は、運転停止期間の最終日に修理コストが計上されます。 

【⑥シナリオ 2】（次の定期点検時まで運転継続し、点検時に合わせて修理する場合）（入力は任意） 

・出力低下率を適宜入力して下さい。出力低下率を入力すると縮退時出力は自動計算されます。 

・停止（修理）期間、修理コストについて、想定値あるいは見積額を適宜入力して下さい。グラフ描画

の際は、運転停止期間の最終日に修理コストが計上されます。 

【次の定期点検日（シナリオ 3 共通）】 

・②発生日を入力すると、定期点検情報（P.9）で保存済みの最新定期点検日の翌年日付がデフォルト

入力されます。最新年月日のシナリオ２・シナリオ３の各シミュレーションの際に設定したい次の点

検日が異なる場合は、入力欄右の▼を選択し、カレンダーから年月日を選んで変更して下さい。 

・定期点検日の日付設定（年）に間違いがないかご確認の上、シミュレーションして下さい。 

【⑦シナリオ 3】（次の定期点検時まで運転継続し、点検時に合わせて修理する場合。出力は段階的に

低下すると想定）（入力は任意） 

・出力低下率（〇%～〇％；低下率が小さい数値を左側）を適宜入力して下さい。発生日から運転停止

日までの日数に応じて低下率を自動的に按分します。出力低下率を入力すると縮退時出力は自動計算

されます。 

・【⑥シナリオ 2】を入力しない場合も上記の【次の定期点検日（シナリオ３共通）】の入力は忘れずに

行ってください。 

・停止（修理）期間、修理コストの想定値あるいは見積額を適宜入力して下さい。グラフ描画の際は、

運転停止期間の最終日に修理コストが計上されます。 

【⑧シナリオ 4】（ユーザー設定）（入力は任意） 

・出力低下期間（年月日～年月日；日付が古い方が左側）、出力低下率を任意に複数設定できます。出

力低下率を入力すると、縮退時出力は自動計算されます。 

・出力低下率を段階的に変更したい場合は、変更数に応じて出力低下 1～4 に連続した日付を任意に入

力し（各期間は重複せず、かつ期間を空けずに設定する）、各期間に出力低下率を入力して下さい

（出力低下 4 まで全て設定しなくても構いません）。 

・停止（修理）期間、修理コストについて、想定値あるいは見積額を適宜入力して下さい。グラフ描画

の際は、運転停止期間の最終日に修理コストが計上されます。 

【⑨新規条件】（任意） 

・表示されている入力情報をクリアにします（保存済みデータが消去される訳ではございません）。 

【⑩履歴を参照】（任意） 
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・保存済みの定期点検情報について、履歴の閲覧や情報の読み込みが可能です（詳細は P.18 参照）。 

（P.3 ホーム画面の⑬「トラブル対応検討履歴」からも、保存済みデータの閲覧が可能です。） 

【⑪条件を保存】（任意） 

・入力したシミュレーションの設定条件を保存したい場合は、選択して保存して下さい。 

・既に登録済みの情報と全く同じでも上書きされず新たな情報として保存されるため、保存したかどう

か不明の場合は、予め⑩履歴を確認下さい。 

【⑫シミュレーション】 

・選択すると、「しばらくおまちください」の赤字が表示されます。前記の入力条件に従ってシミュレ

ーションを行い、グラフを描画します。 

・描画されたグラフの凡例、文字フォント、線の色などは、エクセルのグラフとして変更可能です。 

【⑬閉じる】 

・画面を閉じたい時に選択して下さい（右上×印を選択しても閉じることが可能です）。 

・「保存して閉じますか」→入力情報が登録済みであれば「いいえ」、未登録であれば「はい」を選択下

さい。この「はい」（保存）は、⑪「条件を保存」と同じ機能です。このため、既に登録済みの情報

と全く同じ情報でも新たなデータとして保存されますのでご注意下さい。重複情報がある場合は、不

必要な情報を削除可能です（詳細は P.18 参照）。 

・画面右上×印を選択して閉じる場合、未保存の情報は保存されません（保存を確認するメッセージも

表示されません）のでご注意ください。 

 

★いずれのグラフも、基本情報、定期点検情報の保存データに基づき描画されます。グラフ描画期間に

将来年が含まれる場合、定期点検情報に関しては、最新年の登録情報（月日・運転停止期間・合計

額）が翌年以降の想定額として毎年計上されます。 
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７．トラブル情報記録 

目的：トラブルが生じた際、覚書として記録に残しておくための入力画面です。トラブル情報のデータ

ベース化は、再発防止や類似事象が生じた際の早期発見・対応にも役立ちます。 

（注：図中の丸数字は説明用に付記したもので実際の画面上は表示されません。） 

 

・P.4 ホーム画面の⑤「トラブル情報記録」を選択すると、上図の入力画面が表示されます。記録した

いトラブル情報を入力・保存して下さい。★入力は任意です（空欄があっても登録できます）。 

 

【①発生日】（入力必須） 

・トラブルが発生した年月日について、入力欄右の▼を選択、入力して下さい。 

【②復旧日】（入力任意） 

・復旧した年月日について、入力欄右の▼を選択、入力して下さい。 

【③停止期間】（入力任意） 

・運転停止期間を入力して下さい。単位（日, 時間)は入力欄右の▼を選択して下さい。 

【④トラブル内容】（入力任意） 

・トラブルの症状、原因など、覚書として記録しておきたい情報を入力して下さい。 

【⑤修理費、⑥内訳：部品代、⑦工賃】（入力任意） 

・トラブルの修理費用を入力して下さい（内訳のみ入力しても修理費の合計は自動計算されません）。 

【⑧修理内容】（入力任意） 

・修理した内容など、覚書として記録しておきたい情報を入力して下さい。 

・既に登録済みの情報と全く同じでも上書きされず新たな情報として保存されるため、保存したかどう

② 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑨      ⑩      ⑪ 
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か不明の場合は、予め⑨過去の記録を確認下さい。 

【⑨過去の記録】 

・保存済みのトラブル情報について、履歴の閲覧が可能です（詳細は P.18 参照）。 

（P.4 ホーム画面の⑭「トラブル記録」シートからも、保存済みデータの閲覧が可能です。） 

【⑩登録】 

・入力したトラブル情報を保存したい場合は、選択して下さい。「登録しますか？」→「はい」を選択

します。登録が完了すると「登録しました」と画面がでるので「OK」を選択して下さい。 

・既に登録済みの情報と全く同じでも上書きされず新たな情報として保存されます（（P.4 ホーム画面の

⑭「トラブル記録」シートのK 列（登録日）に記載される登録時間は異なります）。 

【⑪閉じる】 

・画面を閉じたい時に選択して下さい（右上×印を選択しても閉じることが可能です）。 

・「保存して閉じますか」→入力情報が登録済みであれば「いいえ」、未登録であれば「はい」を選択し

て下さい。この「はい」（保存）は⑩登録と同じ機能です。このため、既に登録済みの情報と全く同

じ情報でも上書きされず新たなデータとして保存されますのでご注意下さい。重複情報がある場合

は、不必要な情報を削除可能です（詳細は P.18 参照）。 

・画面右上×印を選択して閉じる場合、未保存の情報は保存されません（保存を確認するメッセージも

表示されません）のでご注意ください。 
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８．履歴参照（引用・エクスポート） 

目的：各入力情報について、保存した記録を参照・引用することができます。 

（注：図中の丸数字は説明用に付記したもので実際の画面上は表示されません。） 

 

★ 上記の画面例は、定期点検履歴の例ですが、他の履歴情報も操作は同様です。 

【①点検日時】 

・保存した履歴が、新しく保存した順にリストアップされます（日付順ではありません）。 

【②点検内容】 

・①のリストから任意の日付を選択すると、記録した日付や内容の詳細が表示されます。 

・グラフ描画結果が想定と異なるなどの場合、この画面にて登録情報に間違いがないかご確認下さい。

特に、「定期点検時期」の期間内に「運転停止期間」が含まれているか、年の設定が正しいかなどを

ご確認下さい。 

【③引用】 

・このボタンを選択すると、②で表示した情報について（再入力の手間を一部省略するため）各入力画

面（定期点検情報、維持管理情報、トラブル対応検討）に取り込んで引用可能です。引用後に情報を

修正した場合、保存ボタンを押すと新たな情報が保存されて履歴リストに追加されます。 

【④エクスポート】 

・保存済みの履歴リストをエクセルシートに出力します。一覧表として閲覧や印刷する際に便利です。 

【⑤削除】 

・リストから削除したい点検日時を選択し、削除を押すと履歴から情報が削除されます（一旦削除する

① ② 

③       ④      ⑤       ⑥ 
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と元に戻せません）。点検日時の重複や、（点検時期と停止期間の設定が異なっている等）誤った日付

が記録されていると正しくグラフ描画できないため、複数の日付や内容がある場合は各情報をよくご

確認の上、不要な情報を削除下さい。 

【⑥閉じる】 

・画面を閉じたい時に選択して下さい（右上×印を選択しても閉じることが可能です）。 
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９． グラフ描画 

目的：入力・保存した基本情報、定期点検情報、維持管理情報に基づき、下記 2 種類が描画可能です。 

① 事業性の確認：指定した期間におけるキャッシュフローのグラフを描画できます（実績ベース）。 

② 定期点検の時期比較：事業収支の最適化を検討するため、季節別のグラフを描画できます（実績ベ

ース、および春夏秋冬のグラフ）。 

（注：図中の丸数字は説明用に付記したもので実際の画面上は表示されません。） 

 

① 入力欄右の▼を選択し、【事業性の確認】【定期点検時期比較】のいずれかを選択して下さい。 

② 入力欄右の▼を選択し、描画の開始日を選択、入力下さい。 

③ 入力欄右の▼を選択し、描画したい期間（年）を選択して下さい（1～20 年から選択）。 

【④グラフ描画】 

・選択すると、上記の入力条件に従ってシミュレーションを行います。「新しいエクセルシートに、グ

ラフを作成しました」とのメッセージが表示されたら「OK」を選択して下さい。 

・グラフは別途、新しいシートが作成されて開きます。画面にグラフが表示されない場合は、画面下の

エクセルの複数ウィンドからグラフ画面を選択して下さい。 

・描画されたグラフの凡例、色や文字フォント等は、エクセルのグラフメニューから変更可能です。 

・実績ベースのグラフ：基本情報、定期点検情報、維持管理情報の保存データに基づき描画されます。

グラフ描画期間に将来年が含まれる場合、定期点検情報に関しては、最新年の登録情報（月日・運転

停止期間・合計額）が翌年以降の想定値として毎年計上されます（過去分は登録通りの実績が描画さ

れます）。 

・季節変動グラフ：最新年の定期点検情報に基づいて過去から将来全てが描画されます。 

【⑤閉じる】 

・画面を閉じたい時に選択して下さい（右上×印を選択しても閉じることが可能です）。 

  

① 

② 

③ 

④ ⑤ 
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１０．発電量データの取り込み（インポート）方法 

目的：実際の発電量に基づいてこれまでの売電収益や全体収支など事業性の確認やトラブル時などのシ

ミュレーションをしたい場合、発電量データ（kW）を取り込んで試算することが可能です。実

際の発電量データを取り込んだ部分については、実際の値に基づき計算結果が表示されます。 

 

① 取り込むデータファイルの準備 

・本ツールにデータを取り込むには、発電機のモニタリング記録から、日付と発電量のデータをエクセ

ルファイルの各列にコピーします。ファイルを保存する際、エクセルの保存形式（拡張子）を選ぶメ

ニューから、CSV という拡張子「*.csv」を選択すると、CSVファイルとして保存されます。 

② データ取り込み 

・P.3 ホーム画面の①「基本情報」を選択し、P.6 の⑯「運転データのインポート」を選択して保存済

みの CSV ファイルを取り込みます。 

 

【注意事項】 

・発電量の記録単位が、秒・分など細かい場合は１日当たりの平 

 均値の発電量に変換したデータを準備下さい。 

・発電量の数値は小数点第 2 位まで取り込まれ、英数字など他 

の文字は取り込まれません。マイナス値がある場合は 0 kW 

として扱われます。 

・日付と発電量の記載がある年月日のみ、本ツールの発電量想定 

値がその実測で上書きされます。日付情報がない年月日のデー   

タは上書きされず、本ツールの想定値のままとなります。この 

ため、「運転していたがモニタリング装置が止まって記録がな 

い期間」は実際の状況に合わせるため、発電量の値を 0 にせ 

ず、日付を削除しておけば想定値のままとなります。 

・発電量データの取り込み操作は何回でも可能なため、定期的に 

取り込んで情報更新できますが、同じ日付情報があった場合、 

新しいデータに上書きされます（データを元に戻せません）。 

・取り込んだデータは、全てのグラフ描画（「トラブル対応検 

討」「事業性の確認」「定期点検時期比較」に反映されます。 

・各日付がどの発電量の値で計算されたかを閲覧したい場合は 

P.4 ホーム画面の⑪「インポート記録」よりご確認下さい。 
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１１．その他、留意点など 

 

【初期投資額について】 

・運転開始前の段階で、初期投資額のみ（内訳詳細や投資回収年）を試算したい場合は、JOGMEC の

「事業性概略評価シート」エクセルファイルを、以下の URLからダウンロードしてご利用下さい。 

https://geothermal.jogmec.go.jp/report/jogmec/file/032.xls 

 

【熱利用事業も含めて事業性評価したい場合】 

・「維持管理情報」の入力画面にて熱利用事業に関するコスト情報を入力・保存して下さい。 

グラフ描画の「事業性の確認」を選択すれば、その分の支出分も計上され、発電事業と熱利用事業の

トータル事業性が描画可能です。 

・運転開始前の段階で熱利用施設と組み合わせた事業案や事業費を検討したい場合は、下記２種類のツ

ールやガイドラインがありますので、目的に応じてダウンロードしてご利用下さい。 

 

① 環境省「温泉熱利用検討ツール」（自己分析ツール、実施体制検討用コンテンツ） 

https://www.env.go.jp/nature/onsen/spa/spa_utilizing.html 

② JOGMEC「熱水需要側での事業案と概略事業費」（下記 URLの 2013 年 3 月エクセルシート） 

https://geothermal.jogmec.go.jp/report/jogmec/index.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

下記サイトのメールフォームよりご連絡下さい。 

一般財団法人エンジニアリング協会（https://www.enaa.or.jp/inquiry） 

https://geothermal.jogmec.go.jp/report/jogmec/file/032.xls
https://www.env.go.jp/nature/onsen/spa/spa_utilizing.html
https://geothermal.jogmec.go.jp/report/jogmec/index.html

